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研究成果の概要（和文）：　人文地理学における健康環境をめぐる研究は増えつつあったものの、新しいテーマ
であるがゆえに課題もあった。まずは研究史における位置づけである。健康環境問題は近代化以降に限っても
100 年以上にわたって発生しており、人文地理学の研究も同様に歴史を積み重ねている。ただし両者の接点は少
ないので、人文地理学における環境思想の受容という観点から結びつけた。さらに、本研究では４つのテーマ
（環境思想、居住・呼吸、食・疾病、エスニシティ）に注目し、大都市の健康環境問題における人文地理学的ア
プローチの有効性を提示し、実証的な知見を踏まえて、人文地理学における健康環境研究の方法論を確立しよう
とした。

研究成果の概要（英文）：　Although research on health environment in human geography has been 
increasing, it has been a new theme because it holds reseach subjects. First of all, it is 
positioned in the history of research. Health and environmental problems have occurred for over 100 
years, even after modernization, and human geography research has a similar history. However, since 
there are few points of contact between the two, they are linked in terms of acceptance of 
environmental thought in human geography. Furthermore, this research focuses on four themes 
(environmental thought, living and breathing, food and disease, ethnicity), presents the 
effectiveness of the human geography approach in health and environmental problems in large cities. 
It makes empirical findings based on these themes. We tried to establish the methodology of health 
environment research in human geography.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　人文地理学において十分に体系化されてこなかった健康環境問題の研究に対して、環境思想が人文地理学に受
容されていく過程を地理学の方法論的発展と位置づけることによって健康環境研究の個別テーマを検証し、人文
地理学的な研究フレームワークを独創的に確立しようとした。本研究では大都市における健康環境問題において
人文地理学的研究が蓄積されてきたことを検証し、質的調査と量的調査の両面から健康環境に関する地域研究を
行うことで人文地理学の中で健康／環境地理学を体系化することで、現場の健康環境問題の解決や学際的な関連
分野における発展への貢献を試みた。欧米の地理学者による環境史研究とも比較されうる研究成果を目指した。



１．研究開始当初の背景 
 地理学において環境を研究することは自明なことと思われてきた。しかし自然環境を主な対
象とする自然地理学に対して、人文地理学では方法論の欠如と健康環境への軽視のため、健康
環境問題へのアプローチは弱かった。地球環境問題への関心の増加や大都市内部での疾病発生
など、地域住民による健康環境意識の高まりにより、健康環境問題への研究の要請は急務であ
る。人文地理学において「環境問題」や「健康環境」の研究は増えており、研究代表者も日本
とアジアで健康環境問題の調査に従事してきた。しかしながら、健康環境問題のテーマは多岐
にわたるため、人文地理学的な方法論はまだ統合できていない。そこで本研究では、健康環境
問題を共通テーマとして、新たに人文地理学的なフレームワークを構築することにした。 
 
２．研究の目的 
現代の健康環境問題に対する人文地理学的アプローチを独自に体系化することによって、新
たな健康／環境地理学を構築する。それにより、健康環境問題が発生している現場への提言と
いう社会的貢献、関連分野（公衆衛生学・地域保健学・環境科学・環境社会学）への学際的貢
献、グローバルな研究展開への国際的貢献につなげる。 
 従来の人文地理学における環境問題の研究蓄積を踏まえて、現代の健康環境問題にかかわる
４つのテーマ（環境思想、居住・呼吸、エスニシティ、食・疾病）の地域調査を大都市で実施
することによって、人文地理学的研究方法を検証し、本研究独自の理論化をめざす。それぞれ
のテーマの内容と各テーマの統合目的は以下のようになる。 
（１）大都市における疾病問題の発生を通じた人文地理学における環境思想の受容人文地理学
における健康環境研究の嚆矢を 19 世紀のロンドンとする。世界の工場と言われたイギリスの
首都ロンドンでは産業革命以来、重化学工業化や都市の人口密集化によって人々の健康環境が
損なわれていた。その中でコレラマップや酸性雨濃度の分布といった地理学的分析が生み出さ
れた。以来、アメリカの環境保護運動や日本の公害反対運動において環境思想は人文地理学に
おいても受容されつつ、実証研究が生み出されてきた。こうした研究蓄積を振り返るとともに、
現在の健康環境研究に結びつける礎として位置づける。 
（２）居住・呼吸をめぐる大都市内部における健康環境の実態と課題 
人間は呼吸をしないと生きていけないが、その基本的な活動も場所や人間の関係性によって危
険にさらされていることがある。高度経済成長期の大気汚染は工場周辺や交通量の多い道路の
隣接地区における健康環境問題であったが、タバコの副流煙による危険性が認識されるように
なってきて、より身近な生活環境においても空気の浄化が課題となっている。また住宅に使わ
れる建材によっては化学物質の問題も生じている。こうした居住や呼吸に関する健康環境の諸
問題について、大都市における実態を明らかにして改善策を提示していく。 
（３）大都市のエスニシティをめぐる健康環境の実態と課題 
大都市におけるエスニックマイノリティの居住地は健康環境ともかかわっている。都市内部構
造の社会地理学的分析によって、エスニックマイノリティは都市内部のセグリゲーションの中
でも居住条件のよくない地域に集住させられてきたことが明らかになっている。健康環境にお
いても大気汚染や水質汚濁といった工業都市に発生している問題が、局地的に悪化している場
所に住まわせられていることがある。こうした大都市における空間的な問題の実態を明らかに
するとともに健康環境への対策の取り組みを現地調査によって解明していく。 
（４）食・疾病をめぐる大都市内部における健康環境の実態と課題 
健康を維持するためには食品から栄養素を摂取することで体内に栄養分を補給し続ける必要が
ある。生物においては普遍的な行動であるこうした活動において、人間社会を眺めると経済状
態や年齢、さらには商店へのアクセシビリティによって、不利な条件に陥ることがある。摂取
方法によっては過摂取による肥満や不適切な飲料水・食品による疾病の発生など健康環境にお
ける諸問題もある。地域的な統計データにより大都市の健康環境の実態を明らかにし、地域特
性や住民構成などのデータも加味することによって健康改善の課題を導出する。 
（５）健康環境問題への人文地理学的貢献への展望 
健康環境への人文地理学的研究は、健康被害の因果関係やさまざまな人口属性との関係、さら
には建造環境や被害予想に至るまで研究は蓄積されつつある。しかし健康被害の発生した地域
や都市における人文地理学的研究と結び付けられることは少なく、どちらかといえば環境学や
疫学、公衆衛生学などとの関係を深めていった。その反省を踏まえ、人文地理学的研究方法を
他分野に理解させるとともに、人文地理学の内部においても研究蓄積との関連から健康環境の
研究への有効性を検証し、人文地理学における健康／環境地理学を体系化する。 
 
３．研究の方法 
人文地理学における健康環境をめぐる研究は増えつつあるものの、新しいテーマであるがゆ
えに課題がある。まずは研究史における位置づけである。健康環境問題は近代化以降に限って
も 100 年以上にわたって発生しており、人文地理学の研究も同様に歴史を積み重ねている。た
だし両者の接点は少ないので、人文地理学における環境思想の受容という観点から結びつけて
いく。さらに、本研究では４つのテーマ（環境思想、居住・呼吸、食・疾病、エスニシティ）
に注目し、大都市の健康環境問題における人文地理学的アプローチの有効性を提示し、実証的
な知見を踏まえて、人文地理学における健康環境研究の方法論を確立する。テーマ別の研究方



法は以下のようになる。 
（１）人文地理学における環境思想の受容（担当:香川） 
人文地理学における環境思想の受容が健康環境問題への関心を高めてきたことを例証してい
くために、人文地理学による健康環境問題へのアプローチ方法の変遷を検証する。 
（２）居住・呼吸をめぐる大都市の健康環境（担当:村田） 
生活環境における空気の汚染や居住環境における化学物質による悪影響は注目が集まりつつ
あるため、こうした新たな大都市での健康環境問題の発生過程を人文地理学的に理解する。 
（３）大都市におけるエスニシティをめぐる健康環境（担当:本岡） 
エスニックマイノリティの居住地域である大都市における健康環境問題の改善に対して、人
文地理学的な研究方法が政策的に支援できることを提示していく。 
（４）食・疾病をめぐる大都市の健康環境（担当:埴淵） 
健康の維持管理において個人の身体に加え周囲の生活環境は健康への影響を増しつつあるた
め、大都市の健康環境における問題発生過程を、空間分析を用いて人文地理学的に解明する。 
（５）大都市の健康環境問題への人文地理学的なフレームワークの体系化（担当：全員） 
都市化・工業化による健康環境問題の発生を最初に経験したロンドンに始まる人文地理学的
な研究アプローチを時系列的に確認して、大都市の健康環境問題の人文地理学を体系化する。 
 
４．研究成果 
人文地理学において十分に体系化されてこなかった健康環境問題の研究に対して、環境思想
が人文地理学に受容されていく過程を地理学の方法論的発展と位置づけることによって、健康
環境研究の個別テーマを検証し、人文地理学的な研究フレームワークを独創的に確立すること
ができた。 
都市化あるいは工業化による環境問題の発生は、自然環境だけでなく都市住民をはじめとし
た人々の健康環境をむしばんできた。本研究では大都市における健康環境問題において人文地
理学的研究が蓄積されてきたことを検証し、質的調査と量的調査の両面から健康環境に関する
地域研究を行うことで人文地理学の中で健康／環境地理学を体系化した。それにより、人文地
理学は「現場の健康環境問題の解決」および「学際的な関連分野における発展」に貢献しよう
とした。また欧米の地理学者による環境史研究とも比較されうる研究成果を生み出そうとした。 
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